
 
 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コロナ禍でなかなか実施できなかった学校保健委員会が３年ぶりに開催され 

 ました。今回は学校歯科医の先生より「むし歯のでき方と予防法」という 

 内容でお話をしていただきました。各教室にリモートをつなぎ、全校生徒で話 

 を聞くことができました。 

 〈 むし歯予防のポイント 〉 

①正しい歯みがき 

  正しい歯みがきでむし歯菌（プラーク）を取り除く。 

  中学生は歯ブラシとデンタルフロスの両方が必要に 

  なる。（歯ブラシだけだと５０～６０％しかプラーク 

  がとれません！！） 

 ②正しい食生活 

  朝、昼、夜の食事をきちんと摂る。おやつの回数を 

  減らす。間食の回数が増えると、口の中が酸性になる 

時間が長くなり、むし歯になりやすくなります。また、 

  おやつで摂る砂糖の量はなるべく控えましょう。 

 ③むし歯になりにくい歯をつくる 

  正しいフッ素の利用→フッ素入り歯磨き粉を使うなど 
 

生涯健康な体を保つためには、まず歯・口の状態を健康にすることが大切です。 

部活動や塾等で忙しい毎日ですが時間のある時に、なるべく早く治療を進めて 

ください。そして、かかりつけの歯科医をもって、治療だけでなく予防につと 

  めましょう。 
 

浅子先生のお話を聞いて、１年生のから〝むし歯菌はどこ 

からできるのか″〝歯みがきは強い力で磨いた方がいいのか″と質問がありま 

  した。先生の話を真剣に、しかも考えながら聞いていた証拠ですね。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ２ 月 号 

武里中学校 保健室 

学校保健委員会が開催されました！ 

保健委員長がお礼の言葉を伝え

てくれました。 

自分のことにも触れ、初めて知

ったところや、いつまでも歯を

健康に保つ決意を話してくれま

した。 

堂々と立派な態度に感動しまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊空気の通り道が大きくなるよう 

にしましょう。 

朝の健康観察、確実にお願いします！ 

テレビや新聞の報道にもあるように、新型コロナウイルス感染症の感染者数

がまだまだ増えています。今流行しているオミクロン株の症状は、喉の痛み・

鼻水・頭痛・発熱と、普通の風邪と同じような症状が見られるようです。 

毎朝の検温と健康観察で、37℃以下でもいつもより熱が高めであったり、喉

の痛み、鼻水、せき、頭痛、腹痛（下痢）など、「何だかいつもと違うなあ」

と感じたら、必ず家の人に伝えてください。そして、無理をしないでお家で

休養をとり、様子を見てください。 

感染力の高い感染症は、あっという間にクラスや学年に蔓延してしまいます。 

「朝の健康観察」しっかりと確実に行ってくださいね。 


